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The road to specialist

卒業生編

――現在のお仕事について教えてください。

今年度から、恩賜上野動物園の飼料室担当になり

ました。飼料室は、上野動物園で飼育している全て

の動物（300種3000匹）の餌に関わり、餌の調達

や在庫管理、契約業務などを行っています。そのた

め、各動物の餌を全て把握できるように努め、その餌

が動物にどのような効果があるのかを日々勉強して

います。そして、飼育係とよくコミュニケーションをとり、

動物たちにとってよりよい餌を目指しています。

――現在の職業を目指したきっかけはありますか？

私は、幼いころに動物園で動物と触れ合った経験

から動物が好きになりました。その時、動物のことを

たくさん何でも教えてくれる飼育係がかっこ良く見え、

小学生の頃から動物園で働く仕事に憧れていまし

た。獣医ではなく飼育係を目指したのは、担当の動

物について誰よりも詳しくなりたかったからです。そ

のため、動物を一番近くで見られて、日々お世話する

飼育係を目指しました。

――現在の職業に就いて大変だったことや今後も

頑張ろうと思ったエピソードを教えてください。

一番大変だったのは、パンダ飼育担当だった際に、

パンダの出産-育児期の対応をしたことです。出産-

育児に向けた準備は沢山していましたが、毎日初め

ての経験と学びの連続でついて行くのに必死でした。

誰も経験したことのない状況でしたが、先輩方の考

え方や判断力、観察力などに圧倒され、自分にも飼

育係が務まるのか不安で何度も心が折れかけまし

た。ですが、私が疑問に思っていることを毎回詳しく

説明してくださったり、私の意見も聞いてくださったり

と先輩方の沢山のサポートとアドバイスのおかげで

乗り越えることができました。また、私が正規職員の

試験を受ける時も、沢山サポートしてくださりました。

そのような尊敬できる先輩方ともっと長く一緒に働き

たい、この先輩方から飼育を学びたい、先輩方のよ

うな飼育係になりたいと強く思い頑張りました。
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――現在のお仕事について教えてください。

農業・食品産業分野の国立研究機関である農

研機構の研究員として、米の需要拡大や輸出

促進に貢献するため、米の新規用途や品質評

価法の開発に取り組んでいます。現在にかけて、

米の解析に必須となる研究手法を学び、基礎的

な知識から応用的な考え方まで幅広く身に付け

るべく、日々勉強に励んでいます。特に最近は、

自身で新たに確立した手法を用いて、玄米の胚

乳細胞の形態観察を主に行っています。また、研

究者としての素養を培うために、学会や研究会、

有志の勉強会やセミナーに積極的に参加して、

先輩研究員たちと活発な交流を図り、常に成長

に努めています。

――現在の職業を目指したきっかけはあります

か？

私は、高校生の頃からコンスタントに研究活動

を行っており、当時から「我々の食生活をより豊

かなものにしたい」という思いがありました。弊

機構は、食品分野における我が国最大の研究

機関であるため、非常に魅力的に感じました。

また、大学1年生の時に担任の先生に「1年生

から研究をできないか」との相談をしたところ

快諾してくださり、1年生から研究室にて研究して

おりました。私のこの相談がきっかけとなり、現在

食品科学科が実施している大学１年後期から研

究室に所属することができる「早期ゼミ制度」が

設立されたようです。

――現在の職業に就いて大変だったことや今後

も頑張ろうと思ったエピソードを教えてください。

大学生の頃までとは全く別分野の“米”を扱う

研究室に配属になり、育種や栽培の知識はおろ

か、高校生の時は生物選択でもなかったため、最

初は上司やベテランの研究員たちが何を言って

いるのかを理解するのに苦労しました。わからな

い単語をまとめてリスト化したり、上司が何度も丁

寧に説明してくださったおかげで、最近はやっと

ディスカッションにも参加できるようになりました。

――学生時代に所属していた研究室やサークルに

ついて教えてください。

大学入学時から繁殖学に興味があり、とくに生殖

補助技術について学びたかったため動物生殖学教

室に入りました。

研究室では、卒論と300匹以上のハタネズミの系

統維持に力を入れて取り組んでいました。卒論は、

「ホンドハタネズミの非外科的胚採取」というテーマ

で実験を行っていました。この方法では、外科的な処

理をせずに採卵を行うため、動物へのストレスが少

なく反復的に採卵することができ、希少な小型齧歯

類の胚採取に活用できます。

動物園や牧場での実習が毎回楽しく、とても多く

のことを学びました。

――学生時代、こんなことに苦労し、このように

乗り切ったなどのエピソードがあったら教えてく

ださい！

英語が苦手なため、授業や研究室で英語論文

を読む際にとても苦労しました。（いつも友達に

助けてもらっていました・・・。）

働いてからは、海外の人と関わることも多く、海

外の動物園の方が様々な情報をもっているので

毎回とても苦労しています。英語は学生のうちか

ら取り組むことをオススメします！

生き物を相手に実験を行うため、卵子成長に

合わせて朝早く実験を始めたり、投薬のために

夜遅くまで残ったり、実験個体の離乳などに合

わせたりとスケジュールを組むのが大変でした

が、学びたいことを学べてとても楽しかったです！

また、ハタネズミの系統維持では、毎週動物舎

に一人で数時間こもり、どのペアにするか考えた

り、妊娠しているメスの体重を量ったり、母子分

離したり、仔の雌雄判別したりと大変でしたが、

ペアリングからの一連の作業を全て行うことはと

ても勉強になりました。その他には、上野動物園

でお手伝いをするレクリエーション同好会（現在

は上野動物園での活動は行っておりません）や

――学生時代に所属していた研究室・サーク

ルについて教えてください。

食品に関わる微生物やその活動について興味

を持っていたので、食品工学教室の小林史幸先

生の下で、二酸化炭素マイクロバブルによる食

品の殺菌機構の解明に取り組んでいました。

様々な実験を行い得られた結果について考察し、

先生の手厚いご指導のおかげで研究成果を国

際誌に発表することができました。

サークルでは、JAZZ&ROCK研究会という軽

音サークルに4年間所属しており、研究室とサー

クルの両立で非常に充実した学生生活でした。

――学生時代、こんなことに苦労し、このように

乗り切ったなどのエピソードがあったら教えてく

ださい！

大学3年生まで所属サークルの幹部を務めて

おり、コロナ禍でどのように活動していくかに頭

を悩ませました。サークル存続の危機から脱する

ために、何度も学生支援課に足を運んで、感染

症対策を行いつつも活動ができるよう奮闘しま

した。最後には、ありがたいことに頼れる後輩も

入ってくれて、大変な思いをしましたが、多くの学

びを得ることができました。
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